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安
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ま
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づ
く
り
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合計  10,651,300円

社
協
会
費
納
入
に

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

会費納入状況
一　般　会　員 特　別　会　員

会 員 数 金　　額 会 員 数 金　　額

堀 之 内 2,099 人 2,144,000 円 94人 265,000 円

小 出 2,739 人 2,754,300 円 183 人 655,000 円

湯 之 谷 1,407 人 1,424,000 円 30人 59,000 円

広 神 1,655 人 1,869,000 円 60人 173,000 円

守 門 804人 846,000 円 17人 41,000 円

入 広 瀬 361人 361,000 円 16人 60,000 円

合 計 9,065 人 9,398,300 円 400 人 1,253,000 円

 種別

地域

平成 26年 2月 28日現在

　魚沼市社会福祉協議会では「誰もが安心して暮らせるまちづ
くり」をめざして様々な地域福祉活動に取り組んでいます。
　そして、会費は社協の運営に欠かせない大変貴重な財源であ
るとともに、会費を納入することによって、市民の皆様に社会
福祉事業に参加していただくという意味があります。

Ｑ２　なぜ社協会費を自治会が集めるの？

Ａ

《平成 25年度会費の使いみち内訳》

Ｑ１　会費はどんなことに使われているの？

Ａ ●法人運営費（人件費は除く）の事務費として … 9,764,300 円
　（内訳）役員報酬、事業者総合損害保険料、ネットワーク機器運用保守料、ネットワークサーバ機器等リース料、
           　活動車・事務機器等リース料、活動車車検等車輌修繕費 等

●日常生活自立支援事業の事務費として …………… 552,000 円
　（内訳）生活支援員の活動旅費交通費、通信運搬費、車輌燃料費 等

●小口資金貸付事業の事業費として ………………… 335,000 円
　（内訳）貸付事業財源不足分の補充として繰入

社協会費 Ｑ＆Ａ社協会費 Ｑ＆Ａ

　地域での助け合い・支え合いが会員募集の根幹と考えています。このため、地域福祉
を『市民自らの手で実現』に向け、全世帯加入の会員制度を目標に、どのようなニーズ
があって、どのような福祉サービスが必要か把握するために、理事・評議員、自治会長
をはじめ、福祉団体やボランティア団体など、地域の方々に運営について参画していた
だいております。
　また、地域福祉の推進役として社協会費の取りまとめに自治会長・嘱託員・班長の皆
様にはご協力をお願いしております。
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◎と　　　き／平成 26年９月６日（土）
　　　　　　　開会 13：30（受付 12：30）
◎と　こ　ろ／魚沼市小出郷文化会館　大ホール
◎参加対象者／ 一般市民、社会福祉施設、福祉団

体関係者、民生委員・児童委員、
ボランティア、その他社会福祉事
業に関心のある方

魚
沼
市
社
会
福
祉
協
議
会

魚
沼
市
社
会
福
祉
協
議
会

マ
ス
コ
ッ
ト

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

大
募
集
！

【
募
集
概
要
】

　

◎
募
集
期
間　
　

 

平
成
26
年
５
月
15
日（
木
）ま
で（
当
日
消
印
有
効
）

　

◎
応
募
資
格　
　

 

新
潟
県
内
在
住
の
方
な
ら
ど
な
た
で
も
ご
応

募
で
き
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　

◆ 

プ
ロ
・
ア
マ
・
個
人
・
団
体
、
年
齢
等
は

問
い
ま
せ
ん
。

　

◎
作
品
内
容　
　

 

親
し
み
や
す
い
・
明
る
い
・
楽
し
い
・
か
わ
い

ら
し
い
等
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー　

　
（
自
作
未
発
表
の
も
の
が
対
象
で
す
）

　

◎
応
募
方
法　
　

＊ 

郵
送
・
電
子
メ
ー
ル
・
ま
た
は
直
接
持
参
で
、

応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　

＊ 

応
募
作
品
は
１
人
１
点
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　

＊ 

Ａ
４
版
の
白
い
紙
に
描
い
て
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
ど
ん
な
色
を
使
用
し
て
も
構
い
ま
せ
ん
）

　
　
　
　
　
　
　
　

＊ 

提
出
の
際
に
、
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
に
対
す
る

コ
メ
ン
ト
、
住
所
、
氏
名
（
ふ
り
が
な
）、

年
齢
、
電
話
番
号
を
記
入
し
た
も
の
を
添

付
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　

＊ 

応
募
作
品
の
二
次
的
使
用
権
は
本
会
に
帰

属
い
た
し
ま
す
。　

　

◎
採
用
副
賞　
　

◎
最
優
秀
賞
… 

１
点　

１
０
，
０
０
０
円

　
　
　
　
　
　
　
　

○
優
秀
賞
…
… 

１
点　
　

５
，
０
０
０
円

　
　
　
　
　
　
　
　
　

＊
高
校
生
以
下
は
図
書
券
に
な
り
ま
す

＊愛称：キャラクターの愛称は、キャラクター決定後にあらためて募集いたします。

社会福祉法人　魚沼市社会福祉協議会
〒946-0011　魚沼市小出島1240番地2
電話　025-792-8181　メールアドレス　chiikifukusika@uonuma-shakyo.or.jp

応募先
問い合わせ先

魚
沼
市
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
社
協
の
Ｐ
Ｒ
活
動
等
に

使
用
す
る
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
募
集
し
ま
す
。

「魚沼市社会福祉大会」魚沼市社会福祉協議会10周年記念事業

　魚沼市において、これまで社会福祉事業や地域福祉活動の発展にご功績のありました個人を
はじめ福祉・ボランティア団体や企業の皆様を表彰し、感謝の意を表すとともに、今後、さら
なる地域福祉の充実・発展につなげていくことを目的に開催します。

●と　き：平成26年９月６日（土） 14：30
●ところ：魚沼市小出郷文化会館  大ホール
●講　師：女優　石井 めぐみ 氏

※広報チラシは７月 10日号市報うおぬまに折込させていただきます。

『やさしい街  やさしい人』
～記念講演会のご案内～

開催
案内

　

相
談
業
務
に
従
事
し
て
い
る
方
を
対

象
に
、「
相
手
に
寄
り
添
う
た
め
に
必
要

な
こ
と
」
と
題
し
て
、
新
潟
薬
科
大
学

臨
床
准
教
授
の
南
雲

陽
子
先
生
か
ら
講
義

を
受
け
ま
し
た
。
当

日
は
１
０
３
名
の
方

が
参
加
し
、
利
用
者

支
援
に
必
要
な
知
識

や
援
助
技
術
を
学
び

ま
し
た
。

３
月
６
日
㈭　

広
神
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
（
市
健
康
課
主
催
）

　

地
域
の
身
近
な
相
談
役
と
し
て
活
動

す
る
た
め
、
新
任
の
民
生
委
員
・
児
童

委
員
、
主
任
児
童

委
員
の
54
名
の
皆

さ
ん
が
市
の
福
祉

保
健
事
業
に
つ
い

て
熱
心
に
学
び
ま

し
た
。

２
月
26
日
㈬　

小
出
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

支
援
者
研
修
会

民
生
委
員
児
童
委
員
・

 

主
任
児
童
員
新
任
研
修
会

参加費
無料



　
魚
沼
市
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
交
流
、
憩

の
場
を
提
供
し
、
要
介
護
状
態
へ
の
進
行
を
予

防
す
る
こ
と
な
ど
を
目
的
と
し
て
、
魚
沼
市
よ

り
『
生
き
が
い
活
動
支
援
通
所
事
業
』
を
受
託

し
て
い
ま
す
。

お達者クラブお達者クラブ
（堀之内地区）

開設日：毎週月曜日から金曜日
会　場：堀之内社会福祉センター

開設日：毎週火曜日から金曜日
会　場：守門高齢者センター

開設日：毎週月曜日から金曜日
会　場：広神老人福祉センター

※小出地区については、他の事業者が実施しています。

こ
ん
に
ち
は
、

生
き
が
い
活
動
支
援
通
所
事
業
で
す

こ
ん
に
ち
は
、

生
き
が
い
活
動
支
援
通
所
事
業
で
す

　おおむね65歳以上の高齢者であって、次の①～④すべてにあてはまる方と
します。但し、要介護（要支援含む）認定を受けた方、及びこれに準ずる方
は対象となりません。
　①送迎バスに補助なしで乗ることができる（補助台利用可）
　②補助具を利用してもよいが、介助を必要としない
　③入浴が一人でできて、介助を必要としない
　④他の利用者に迷惑をかけない

●市民税課税世帯の方　　　1回：７００円
●市民税非課税世帯の方　　1回：４００円
　（昼食代を含んだ利用料です。）
※ただし、この他に、教材費等がかかった場合は、実費負担となります。

　魚沼市役所  福祉課（湯之谷庁舎）介護福祉室  高齢福祉係  電話792－9755
　または、魚沼市社会福祉協議会各支所まで

対象者

利用料

お問い合わせ先

■
お
茶
の
み
、
入
浴
、
昼
食

　
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
、
軽
体
操

　
ゲ
ー
ム
等

■
時
間
　
　
お
お
む
ね
10
時
〜
15
時

■
送
迎
　
　
あ
り

■
昼
食
　
　
あ
り

内 容

（守門・入広瀬地区） （湯之谷・広神地区）
いきいきクラブ 道元坂いきいきクラブ 道元坂

スタッフ（介助員、運転員）です！
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収
集
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　

収
集
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
ど
な
た
で
も
手
軽
に
始
め
ら
れ

る
身
近
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
す
。

　

出
来
る
こ
と
か
ら
始
め
て
み
ま
せ
ん
か
？
ご
協
力
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

前
橋
市

大
雪
た
す
け
あ
い
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て

除
雪
支
援
活
動

　

２
月
中
旬
、
関
東
甲
信
地
方
を
中
心
に
記
録
的
な
大
雪

に
な
り
ま
し
た
。
降
雪
に
よ
り
、
高
速
道
路
、
基
幹
道
路

な
ど
各
地
の
交
通
網
が
寸
断
さ
れ
、
物
流
が
停
止
に
な
る

な
ど
日
常
生
活
に
大
き
な
影
響
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。
こ

れ
を
受
け
、本
会
で
は
13
名
の
除
雪
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
隊（
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
・
職
員
）
を
結
成
し
、
群
馬
県
前
橋
市
で
除

雪
活
動
を
行
っ
て
き
ま
し

た
。

　

平
成
23
年
度
新
潟
・
福

島
豪
雨
で
お
世
話
に
な
っ

た
群
馬
県
の
被
害
者
支
援

の
た
め
、
少
し
で
も
力
に

な
れ
ば
、
と
い
う
思
い
か

ら
除
雪
活
動
を
決
定
し
ま

し
た
。

① 

使
用
済
み
切
手

　

 　

貧
し
い
国
の
人
た
ち
の
た
め
の
保
険
医
療

活
動
を
行
う
た
め
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

②
使
用
済
み
テ
レ
ホ
ン
カ
ー
ド

　

 　

知
力
ハ
ン
デ
ィ
キ
ャ
ッ
プ
問
題
の
社
会
啓

発
活
動
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

③
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
キ
ャ
ッ
プ

　

 　

８
６
０
個
で
子
ど
も
１
人
分
の
ワ
ク
チ
ン

に
な
り
ま
す
。６
８
２
人
分
集
ま
り
ま
し
た
。

回
収
は
飲
料
水
の
キ
ャ
ッ
プ
に
限
ら
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。
ま
た
、汚
れ
て
い
る
も
の
は
、

回
収
し
て
も
ら
え
ま
せ
ん
。
洗
っ
て
き
れ
い

な
状
態
で
お
持
ち
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
ご
協

力
お
願
い
し
ま
す
。

④
外
国
の
コ
イ
ン

　

 　

ア
ジ
ア
、
ア
フ
リ
カ
、
中
南
米
の
災
害
の

後
遺
症
や
飢
え
に
苦
し
ん
で
い
る
人
た
ち
へ

の
援
助
や
開
発
途
上
国
の
子
ど
も
達
の
生
命

と
健
康
を
守
る
た
め
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

２
月
23
日
（
日
）

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
さ
ん
の
声

　
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
行
っ
た
家
の
方
か
ら
〝
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
〞〝
本
当
に
助
か
り
ま
し
た
〞

と
の
感
謝
の
言
葉
が
あ
り
、
参
加
し
て
良
か
っ
た
」

「〝
あ
り
が
と
う
〞
の
一
言
で
、
疲
れ
も
吹
き
飛
び
ま

す
ね
」
と
の
感
想
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

人
と
人
を
つ
な
ぐ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
の
更
な
る
活
性
化
を
期
待
し
、
地
域

ご
と
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
さ
ん
が
一
堂
に

会
し
、
日
ご
ろ
の
活
動
報
告
や
情
報
交

換
、
研
修
、
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

ボランティア
交流会

ボランティア
交流会

３月４日 堀之内公館
三流亭楽々氏による講話
『笑って楽しく防犯落語』等

３月 6日 魚沼市地域振興センター
水科江利子氏による講演
『心と体のセルフメンテナンス』等



１
月

小　出 貝瀬 与市 様 13,475 円
湯之谷 匿　名 様 24,591 円

２
月

堀之内 匿　名 様 3,431 円
小　出 匿　名 様 807円

寄
附
金

善意の寄附

平成 26年 2月 28日まで

１
月

堀之内 匿　名 様 　　　お手玉
守　門 匿　名 様 　　　介護用品

２
月

堀之内 匿　名 様 　　　砂糖
湯之谷 五十嵐 太一 様 　　　介護用品

広　神
井川 チヨ 様 　　　介護用品
小林 寛正 様 　　　食品

守　門 匿　名 様 　　　食品

寄
附
物
品

善意のご寄附をありがとうございます。大切に使わ
せていただきます。
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地
域
の
頑
張
り
屋
さ
ん

うおぬま社協だより　第34号 【発行】社会福祉法人魚沼市社会福祉協議会
〒 946-0011 魚沼市小出島 1240 番地２　TEL 025-792-8191　FAX 025-792-8812
Eメールアドレス uonumasishakyo@deluxe.ocn.ne.jp　ホームページ http://www.uonuma-shakyo.or.jp/

発行日／平成26年3月25日

大栃山
浅井 典子 様

美
味
し
い
！

〜
ふ
れ
あ
い
配
食
弁
当
の
メ
ニ
ュ
ー
紹
介
〜

・小豆ごはん　・塩マス
・ポテトサラダ　・煮物
・おひたし　・オレンジ

　

守
門
地
区
で
は
、
毎
週

水
曜
日
に
配
食
サ
ー
ビ
ス

を
行
っ
て
い
ま
す
。
現
在
、

調
理
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
20

名
、
配
達
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

12
名
で
す
。

　

随
時
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

を
募
集
し
て
い
ま
す
。
興

味
の
あ
る
方
は
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

2月19日のお弁当

《献立》

〔
主
な
活
動
〕

◆
栃
の
実
会

◆
入
広
瀬
地
区
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

◆
配
食
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

平成 26年 4月 1日より
訪問介護事業所　入広瀬出張所事務所が移転します

事務所移転のお知らせ

入広瀬出張所（入広瀬保健センター内）

今まで以上に、皆様から喜んでいただけるような
サービス提供に努めます　

守門・入広瀬出張所
住所　魚沼市須原 1237 番地 1
電話　025-797-2262　

守門健康センター内に移転します

平成25年度における
苦情解決の状況

　社会福祉協議会における、福祉サービス（地域福祉
事業、介護サービス事業）には、「苦情解決責任者」と
「苦情受付担当者」を設置し、利用される皆様からの苦
情やご意見をお聞きし、適切な対応を進めるため、苦
情解決体制を整備しています。また、より公平・中立
性を維持するために「第三者委員」も設置し円滑な解
決に取り組んでいます。

平成25年度　苦情報告（平成26年 2月２８日現在）
　　　　　　  苦情受付０件でした。
今後も福祉・介護サービスの質の向上に努めてまいります。

　

平
成
5
年
に
10
人
で
「
栃
の
実
会
」

を
立
ち
上
げ
た
浅
井
さ
ん
。
活
動
内

容
は
、
ア
ル
ミ
缶
回
収
や
古
切
手
収

集
、
施
設
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
多
岐

に
わ
た
り
ま
す
。

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
始
め
た
の
は
、

娘
の
同
級
生
に
義
足
を
作
っ
て
あ
げ

る
た
め
ア
ル
ミ
缶
（
当
時
は
プ
ル
タ

ブ
）
回
収
を
始
め
た
の
が
き
っ
か
け
。

娘
の
同
級
生
は
卒
業
し
て
し
ま
い

義
足
を
贈
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た

が
、
そ
の
後
も
回
収
を
続
け
、
何
年

も
か
け
て
特
養
に
車
イ
ス
を
贈
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　

活
動
を
続
け
て
い
く
う
ち
に
、
地

域
の
人
が
ア
ル
ミ
缶
を
分
別
し
て
出

し
て
く
れ
る
よ
う
に
な
り
、
10
人
の

小
さ
な
活
動
が
、
地
域
を
動
か
す
大

き
な
力
と
な
っ
た
そ
う
で
す
。

　

浅
井
さ
ん
は
、「
大
き
な
こ
と
を

し
な
く
て
も
、
長
く
続
け
る
こ
と
が

大
事
。
で
も
、
一
人
で
は
続
け
ら
れ

な
か
っ
た
。
良
い
仲
間
に
恵
ま
れ
た
。

メ
ン
バ
ー
も
高
齢
な
の
で
、
今
後
は

茶
話
会
み
た
い
に
楽
し
く
集
ま
れ
た

ら
い
い
。」
と
振
り
返
っ
て
お
話
し

く
だ
さ
い
ま
し
た
。


